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広
報

こ
こ
ろ
新
た
に

　こ
の
春
に
地
元
の
金
融
機
関
に
入
社
し
た
ば
か
り
の
坂
本
唯
さ
ん（
少
ケ
野
）は
「
少
し
で
も
早
く
仕
事

を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
勉
強
し
て
地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
立
派
な
職
員
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
お
客

様
の
大
切
な
財
産
を
預
か
る
仕
事
に
、
責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
、
笑
顔
の
素
敵
な
女
性
で
し
た
。

～
笑
顔
の
接
客
を
心
掛
け
て
～



◉
退
団
者
（
75
人
）

　お
疲
れ
様
で
し
た
。

○
分
団
長

【
萩
原
】熊
﨑
英
治
、熊
﨑
雄
一【
金

山
】
土
屋
清
春
、
近
松
拓
也
【
馬

瀬
】
藤
澤
友
治

○
副
分
団
長

【
萩
原
】
水
口
誠
、
島
田
貴
也
、

戸
谷
直
樹
、
淺
井
秀
明
、
田
口
忠

広
【
小
坂
】
細
江
実
【
下
呂
】
今

井
賢
一
郎
、
河
村
秀
樹
、
山
田
誠

【
金
山
】
大
池
清
裕

○
部
長	

【
萩
原
】
奥
田
達
彦
、
中
田
快
、

金
子
哲
、
桂
川
紀
道
、
熊
﨑
惠
一
、

森
本
直
樹
、
熊
﨑
純
也
【
下
呂
】

細
江
正
直
、
福
井
茂
樹
、
太
田
和

夫
、
今
井
元
博
、
曽
我
貞
一
、
水

口
幸
司
、
松
本
勝
利
【
金
山
】
谷

田
部
武
一
、
加
藤
雅
隆
、
池
戸
清

伸
、
名
和
嘉
孝
、
田
口
公
司
、
中

島
宏
文

○
班
長	

【
萩
原
】
高
橋
直
之
、
石
井
貴
也
、

熊
﨑
義
光
、
今
井
寿
功
【
小
坂
】

中
島
禎
、
庄
田
剛
、
永
井
辰
利
、

後
藤
忍
【
下
呂
】
川
上
弘
毅
、
杉

山
雄
一
、
松
尾
貴
文
、
中
島
伸
也

【
金
山
】
勝
田
幸
泰
、
廣
瀬
民
明
、

笹
俣
努
【
馬
瀬
】
二
村
浩

○
団
員	

【
萩
原
】
中
谷
友
明
、
野
口
弘
喜
、

熊
崎
勇
人
【
小
坂
】
長
田
伸
二
、

野
口
朝
永
、
今
井
智
章
、
上
田
智

也
【
下
呂
】
中
島
昭
浩
、西
伸
浩
、

熊
崎
太
一
、
田
口
和
平
、
田
口
昌

典
、
後
藤
晃
、
曽
我
啓
志
【
金
山
】

中
島
憲
久
、
加
藤
江
利
子
、
寺
前

英
徳
、
加
藤
士
貴
、
國
仲
透
、
星

谷
和
生
、
松
井
勝
二
、
日
下
部
和

武
【
馬
瀬
】
大
屋
圭
祐

○
災
害
支
援

【
下
呂
】
今
井
弘
和

　
平
成
25
年
度
下
呂
市
消
防
団
入
・
退
団
式
が
、
４
月
７
日
、

下
呂
交
流
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
福
澤
辰
之
団
長
か
ら
階
級
昇
格
者
や
新
入
団
員
の
代
表

者
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
分
団
長
以
上
の

退
団
者
に
野
村
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
退
団
者
、
新
入
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

下
呂
市
消
防
団
入
・
退
団
式

団長から団員辞令を受け取る新入団員代表下呂市消防団安全宣言を斉唱する幹部や団員

安
心
安
全
の
た
め
に
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◉
入
団
者
（
66
人
）

　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
団
員

【
萩
原
】
熊
﨑
泰
士
、
林
大
二
朗
、

内
木
聖
也
、
田
中
大
貴
、
今
井
博

邦
、
上
野
田
又
輔
、
二
村
貢
史
、

加
藤
優
、
武
田
啓
太
、
黒
木
将
大
、

中
川
由
也
、
長
瀬
裕
貴
【
下
呂
】

二
村
俊
太
郎
、
桐
山
昭
紀
、
今
井

海
斗
、
服
部
桂
介
、
西
浩
樹
、
前

田
晃
佑
、
二
村
卓
也
、
平
出
俊
明
、

田
邊
一
成
、
石
川
裕
也
、
中
川
紀

幸
、
細
江
竜
一
、
矢
嶋
貴
広
、
今

井
弘
樹
、
熊
﨑
真
仁
、
松
田
勇
輝
、

青
木
良
、
中
島
弘
真
、
前
野
雅
幸
、

古
川
由
多
、
永
田
慎
一
郎
、
今
井

裕
貴
、
細
江
優
弥
、
田
口
主
磨
、

細
江
誠
【
金
山
】
星
屋
景
二
、
今

井
豊
隆
、
中
島
拓
真
、
六
鹿
哲
、

澤
田
侑
也
、
藤
原
量
、
田
口
公
基
、

兼
山
令
、
谷
口
茂
生
、
名
和
武
規
、

加
藤
雅
史
、
島
田
優
子
、
中
島
久

美
【
馬
瀬
】
川
口
泰
広

○
災
害
支
援
団
員

【
下
呂
】
古
田
忠
司
、
熊
﨑
孝
一
、

熊
﨑
敏
彦
、
河
村
重
樹
、
伊
藤
和

八
、
安
江
進
、
今
井
清
、
今
井
浩

【
金
山
】
加
藤
雅
隆
、
杉
山
和
隆
、

中
島
友
行
、
勝
田
幸
泰
、
土
屋
清

春
【
馬
瀬
】
藤
澤
友
治
、
二
村
浩

訓
練
励
行
・
意
識
向
上
　

　
　
消
防
力
の
強
化
に
努
め
よ
う

下呂市消防団安全宣言を斉唱する幹部や団員

　
３
月
31
日
を
も
っ
て
退
団
さ

れ
た
、
75
名
の
皆
さ
ま
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
入
団
さ
れ
た
66

名
の
皆
さ
ま
に
つ
き
ま
し
て

は
、
全
国
的
に
も
消
防
団
員
が

減
少
の
傾
向
で
す
が
、
訓
練
に

励
み
、
消
防
団
と
し
て
の
意
識

向
上
、
ま
た
、
地
元
の
区
長
、

自
治
会
、
ご
家
族
の
協
力
の
も

と
、
下
呂
市
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
消
防
力
の
強
化
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
度
は
10
月
に
横
浜
市
に

お
い
て
女
性
団
員
が
行
う
「
第

21
回
全
国
女
性
消
防
操
法
大

会
」
に
、
下
呂
市
女
性
消
防
隊

が
岐
阜
県
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。
男
性
団
員
も
女
性
団
員

に
負
け
な
い
よ
う
、
訓
練
に
励

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
消
防
団

１
２
０
周
年
、
自
治
体
消
防
65

周
年
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
50
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
度
と
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
秋
に

は
「
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性

化
ぎ
ふ
大
会
」
が
高
山
市
で
開

催
予
定
で
あ
り
、
全
国
か
ら
約

２
５
０
０
名
の
女
性
団
員
や
関

係
者
が
訪
れ
、
下
呂
市
に
も
宿

泊
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
変
意
味
の
あ

る
年
度
に
お
い
て
、
下
呂
市
消

防
団
も
自
治
会
と
協
力
し
て
、

団
員
が
地
域
の
中
心
と
な
っ
て

無
事
故
・
無
災
害
を
め
ざ
し
た

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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も
自
治
会
と
協
力
し
て
、

団
員
が
地
域
の
中
心
と
な
っ
て

無
事
故
・
無
災
害
を
め
ざ
し
た

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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下
呂
市
消
防
団
長

　
　福
澤
辰
之
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　市
で
は
平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
「
下
呂
市
公
共
交
通
計
画
」
に

基
づ
い
て
、
市
内
の
交
通
体
系
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

者
が
少
な
く
、
運
行
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
な
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
、
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で
協
議
し
、
需
要
量
に
応
じ
た
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　こ
こ
で
は
、
下
呂
（
中
原
、
上
原
の
み
）・
金
山
地
域
で
運
行
し
て
い

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て
紹
介
し
、
地
域
の
公
共
交
通
を
考
え
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
考
え
る

金山病院前に到着したデマンドバス

デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
つ
い
て

◉
デ
マ
ン
ド
バ
ス
っ
て
何
？

　
平
成
20
年
度
か
ら
運
行
し
て
い

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
、
交
通
空
白

地
帯
の
解
消
を
目
的
と
し
て
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　「
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
と
は
通
常

の
路
線
バ
ス
と
は
異
な
り
、
予
約

が
あ
っ
た
時
の
み
運
行
す
る
方
式

の
バ
ス
で
、
市
内
で
は
下
呂
地
域

（
中
原
と
上
原
の
み
）
と
金
山
地

域
に
お
い
て
、運
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
下
呂
地
域
の
デ
マ

ン
ド
に
つ
い
て
は
「
久
野
川
ま
わ

り
（
久
野
川
～
中
原
診
療
所
～
下

呂
駅
前
）」と「
蛇
之
尾
ま
わ
り（
門

和
佐
大
野
・
東
部
～
蛇
之
尾
・
大

鹿
野
～
下
呂
駅
前
）」
の
２
つ
の

ル
ー
ト
で
し
た
が
、
今
年
４
月
か

ら「
中
原
～
金
山
ま
わ
り
」と「
上

原
～
金
山
ま
わ
り
（
中
原
経
由
）」

の
２
つ
の
ル
ー
ト
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。
運
行
ル
ー
ト
は
、
曜

日
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
に
つ
い

て
は
、
濃
飛
バ
ス
下
呂
営
業
所
か

市
役
所
の
経
営
管
理
部
地
域
振
興

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。◉

予
約
方
法
は
？

　
利
用
日
前
日
の
午
後
４
時
ま
で

に
、
濃
飛
バ
ス
下
呂
営
業
所
（
☎

25
‐
２
１
２
６
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
車
両
は
10
人
乗
り

ワ
ゴ
ン
で
す
）　

　
利
用
料
金
は
、
片
道
大
人

５
０
０
円
、
小
人
１
０
０
円
で
、

年
間
利
用
券
が
６
千
円
（
購
入
日

か
ら
１
年
間
有
効
）
で
購
入
で
き

ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
予
約
す
れ
ば

だ
れ
も
が
利
用
で
き
ま
す
が
、
年

間
利
用
券
を
購
入
で
き
る
方
は
、

65
歳
以
上
の
方
や
福
祉
関
係
の
手

帳
を
お
持
ち
の
方
、
自
動
車
な
ど

の
運
転
が
困
難
で
移
動
手
段
の
な

い
方
に
限
り
ま
す
。

公
共
交
通
の
維
持
の
た
め
に

　〝
公
共
交
通
機
関
”
と
い
っ
て

も
、
市
が
運
行
す
る
事
業
と
し
て

は
、
採
算
が
取
れ
な
い
と
事
業
継

続
が
困
難
と
な
り
ま
す
。

　
交
通
手
段
が
な
い
方
へ
の
〝
足
”

の
確
保
の
た
め
に
、
市
が
運
営
し

て
い
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
事
業
費
は
、
年
間

約
１
億
１
千
万
円
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
４
分
の
１
は
県
か
ら

の
補
助
金
で
、
残
り
は
下
呂
市
の

財
源
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
で
は
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
時
間
帯
や
本
数
な
ど
を
検

討
し
、
既
存
の
交
通
手
段
の
活
用

も
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
や
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
交
通
体
系

の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
利
用
し
な
い
こ
と
で
、
今
ま
で

の
公
共
交
通
機
関
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
、
と
い
っ
た
負
の
連
鎖
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　   

【
経
営
管
理
部
　
地
域
振
興
課
】
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平
成
24
年
度
に
下
呂
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
・
収
集
運
搬
さ

れ
た
「
使
用
済
み
蛍
光
灯
（
以
下
、

廃
蛍
光
灯
）」
は
８
・
４
ト
ン
で
す
。

　
集
め
ら
れ
た
廃
蛍
光
灯
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
で
専
用
の
蛍
光
灯
破

砕
機
に
よ
っ
て
破
砕
し
、
ド
ラ
ム
缶

に
収
納
し
ま
す
。
満
タ
ン
に
な
っ
た

ド
ラ
ム
缶
は
、
北
海
道
に
あ
る
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
に
運
搬
さ
れ
、
全
国
か

ら
搬
送
さ
れ
た
廃
蛍
光
灯
と
と
も
に

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
廃
蛍
光
灯
か
ら
は
、
ア
ル
ミ
、

ガ
ラ
ス
、
水
銀
の
そ
れ
ぞ
れ
に
選

別
さ
れ
、
新
し
い
蛍
光
灯
の
材
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
集
め
ら
れ
た
廃
蛍
光

灯
は
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
が
さ
ま
ざ

ま
な
原
料
に
再
生
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
も
資
源
ご
み
が

有
効
に
再
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
廃

蛍
光
灯
の
適
切
な
処
理
・
処
分
に

つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の

大
型
家
電
は
販
売
店
へ

　
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
家

電
製
品
に
は
、
再
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
有
用
な
資
源
が
た
く
さ
ん
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
再
利
用
を
促

進
し
、
廃
棄
物
を
減
ら
す
た
め
に
平

成
13
年
か
ら「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
対
象
品
目

・
テ
レ
ビ  

　
　
・
エ
ア
コ
ン

・
冷
蔵
庫
　
　
　
・
洗
濯
機

・
冷
凍
庫
　
　
　
・
衣
類
乾
燥
機

　
　
　
　
　
　
　

●
処
分
方
法

　
購
入
し
た
販
売
店
、
も
し
く
は
買

い
替
え
を
す
る
販
売
店
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
先
の
な
い
場

合
は
、下
呂
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
各
振
興
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
☎
26
・
３
３
９
７

　
　
　
　
　【
環
境
部
環
境
施
設
課
】

リサイクル施設
（北海道）

蛍光灯製造工場、特殊
計測機器製造工場など

水銀試薬は
各 種 実 験、
研究に使用
されます

ガラス、口金部分
などを選別します

下呂市
クリーンセンター 収集・破砕

ドラム缶梱包

搬入・選別

アルミ・口金
洗浄・選別

微細な異物や
水銀を取り除
きます

水銀の
　リサイクル

回収された粗水銀が
精製され、高純度の
金属水銀（無機水銀）
になります

重量比で蛍光灯の９割以
上を占めるガラス部分は、
ガラス原料などとして生
まれ変わります

ガラスの
　　リサイクル

大学や
研究機関

グラス
ウール

セメント
原料

アルミ
原料

リサイクルされた水
銀やガラスカレット
は再び蛍光灯の材料
として使用されます

住宅用の断
熱材に使用
されます

資
源
ご
み
の
再
生
は
・・・

第１回（シリーズ全3回）

　
昨
年
度
か
ら
、市
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た「
ご

み
処
理
事
業
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
今
年
度
も
シ
リ
ー
ズ
で
掲

載
い
た
し
ま
す
。私
た
ち
の
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、

大
切
な
ご
み
処
理
事
業
へ
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
回
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
下
呂
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
集

め
ら
れ
る
蛍
光
灯
、
新
聞
・
雑
誌
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資
源
ご
み

が
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ご
み
処
理
を
考
え
る

蛍光灯のリサイクル工程

輸　送
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市
職
員
の
退
職
・
採
用

◉
退
職
者
（
22
人
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

３
月
31
日
付

【
一
般
行
政
職
】

◆
部
長
級
　
▽
遠
渡
勝
彦
（
市
民
部
次
長
兼
税
務
課
長
）
▽
早
兼

高
美
（
福
祉
部
長
）
▽
西
脇
重
元
（
金
山
振
興
事
務
所
長
）

◆
課
長
級
　
▽
熊
倉
辰
夫
（
林
務
課
長
）
▽
田
中
敬
（
通
信
指
令

課
長
）▽
佐
古
正
昭（
消
防
総
務
課
長
）▽
池
戸
盛
雄（
監
査
課
長
）

▽
後
藤
美
代
子
（
白
草
保
育
園
長
）
▽
細
江
恵
美
子
（
健
康
課
長
）

▽
中
島
美
弘
（
上
原
保
育
園
長
）
▽
佐
古
裕
子
（
高
齢
福
祉
課
長
）

◆
一
般
職
員
　
▽
古
田
節
子
（
会
計
課
）
▽
今
井
理
方
（
健
康
課
）

▽
庄
司
知
憲
（
畜
産
課
）

〈
任
期
付
職
員
〉　
▽
黒
木
彩
美
（
健
康
課
）
▽
和
田
岬
（
健
康
課
）

▽
高
村
景
（
水
道
料
金
課
）

【
技
能
労
務
職
】
　▽
細
江
陽
子
（
下
呂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
▽

斎
藤
裕
子
（
金
山
小
学
校
）

【
金
山
病
院
】
▽
杉
山
太
郎
（
医
員
）
▽
山
田
め
ぐ
み
（
技
師
）

▽
中
島
祥
江
（
看
護
師
）

◉
新
規
採
用
職
員(

14
人
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
付

【
一
般
行
政
職
】

▽
地
域
振
興
課  

熊
﨑
泰
士
▽
税
務
課 

遠
藤
勝
▽
高
齢
福
祉
課 

田
谷
育
大
▽
わ
か
ば
保
育
園 

小
林
雅
美
▽
観
光
課 

和
田
岬
▽
社

会
教
育
課 

田
口
公
基

〈
任
期
付
職
員
〉
▽
児
童
福
祉
課 

中
嶋
美
穂
▽
観
光
課 

黒
木
彩

美
▽
小
坂
地
域
振
興
課 

高
村
景
▽
金
山
地
域
振
興
課 

德
原 

薫

【
消
防
本
部
】
▽
中
消
防
署 

青
木
隼
斗
▽
北
消
防
署 

大
森
裕
也

【
金
山
病
院
】
▽
医
員 

今
井
健
晴
▽
技
師 

今
井
絢
子

◉
岐
阜
県
関
係

【
県
か
ら
派
遣
】
▽
荻
巣
勝
俊
（
林
務
課
長
）
▽
柏
木
寛
隆
（
学

校
教
育
課
対
策
監
）
　▽
佐
竹
厚
志
（
小
坂
診
療
所
　
医
員
）

【
県
へ
復
帰
】
▽
田
中
敏
隆
（
農
林
部
次
長
）
▽
栃
本
勝
美
（
学

校
教
育
課
対
策
監
）
▽
市
川
京
子
（
小
坂
診
療
所
　
医
員
）

※
平
成
25
年
度
の
下
呂
市
職
員
配
置
は
、
別
添
の
「
下
呂
市
職
員

配
置
・
事
務
分
掌
表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　【
総
務
部
・
人
事
課
】

　
４
月
９
日
、
下
呂
市
小
川
に

あ
る
岐
阜
県
立
下
呂
特
別
支
援

学
校
の
開
校
式
・
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
支
援
学
校
は
、
平
成

21
年
度
に
高
等
部
の
み
の
飛
騨
特

別
支
援
学
校
下
呂
分
校
と
し
て
開

校
し
、
こ
の
た
び
小
・
中
学
部
も

一
体
と
な
っ
た
学
校
と
し
て
、
新

た
に
開
校
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム

で
は
「
に
っ

ぽ
ん
縦
断
　

こ
こ
ろ
旅

（
２
０
１
３
春
の
旅
）」
と
い
う

番
組
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

　
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
４

月
に
鹿
児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
、

山
梨
県
へ
向
け
て
旅
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
視
聴
者
の
皆
さ

児童生徒を代表して宣誓する谷向さん

　
式
典
で
は
、
児
童
生
徒
代
表
の

谷
向
杏
理
さ
ん
（
高
等
部
３
年
生
）

が
「
新
し
く
な
っ
た
学
校
で
、
後
輩

の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
行
動
し
た

い
で
す
。
先
生
や
仲
間
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
実
り
あ
る
学
校
生
活

を
送
り
た
い
」
と
、
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。
小
学
部
４
名
、
中
学
部
４

名
、
高
等
部
28
名
が
入
学
進
級
し
ま

し
た
。

ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト

を
決
定
し
て
い
る
た
め
、
下
呂
市

内
で
の
“
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
”

に
ま
つ
わ
る
お
手
紙
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
手
紙
が
採
用
さ
れ
れ

ば
、
下
呂
市
を
火
野
さ
ん
が
訪
れ

ま
す
。

■
岐
阜
県
の
放
送
予
定

　
６
月
17
日
㈪
～
30
日
㈰

■
応
募
期
限

　
５
月
28
日
㈫
　
必
着

■
応
募
内
容

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性

お
手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
場

所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法

　
郵
送
は

　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
は

　
03
・
０
４
６
５
・
１
３
２
７

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　W
W

W
.nhk.or.jp/kokorotabi/

■
問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
・
０
６
６
・
０
６
６

　
ま
た
は
、

　
☎
０
５
０
・
３
７
８
６
・
５
０
０
０

目
指
せ 

日
本
一
の
特
別
支
援
学
校
！

に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ
旅
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飛
騨
萩
原
駅
で
は
、
大
正
時

代
を
思
わ
せ
る
は
か
ま
姿
の
女

性
が
、
ホ
ー
ム
に
出
て
通
過
す

る
列
車
に
手
を
振
る
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
特
産
品
の
展
示
、
益
田
清
風

高
校
の
学
生
が
良
く
利
用
す
る

こ
と
か
ら
、
お
菓
子
な
ど
も
販

売
し
て
い
ま
す
。
駅
利
用
者
に

限
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

利
用
し
て
も
ら
い
地
域
全
体
で

駅
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飛
騨
金
山
駅
で
は
観

光
案
内
人
が
、
金
山
の
「
筋
骨

め
ぐ
り
」
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
務

め
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
賑
わ
い
を
見
せ
た

駅
が
、
時
代
と
と
も
に
形
を
変

え
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
　

　
現
在
、
市
内
を
走
る
鉄
道
の
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
に
は
８
つ
の
駅
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
内
の
５
つ
の
駅
は
無
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
萩
原
と
金
山
地
域
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
地
元
商
工
会
な

ど
の
熱
意
と
行
動
力
に
よ
り
、
市
の
補
助
事
業
（
地
域
活
性
化

事
業
）
を
活
用
し
た
切
符
発
売
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
経
営
管
理
部 

地
域
振
興
課
】

萩
原
・
金
山

　
地
域
活
性
化
事
業

　国の「電源立地地域対策交付金」は、発電所などがある市町村の地域活性化と発電用施設の運転の円
滑化などを図るため、公共施設の整備や住民福祉向上を目的とした事業に対して交付されます。
　平成 24 年度に交付金を受け、実施した事業と事業費をお知らせします。　　　　【経営管理部 財政課】

地　　域 事　　業　　名　 　事　業　費（交付金充当額）

下　　呂
下呂温泉散策路修繕工事 　　2,762 万円（2,220 万円）
森８号線道路修繕工事 　　　695 万円（570 万円）

萩　　原 上村桜谷公園線側溝修繕工事 　　    480 万円（400 万円）
下呂・金山

振興事務所に配備 防災用資器材等購入事業 　　     82 万円（41 万円）

下呂温泉散策路修繕工事 防災用資器材等購入事業

平
成
24
年
度

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

Ｑ
Ｒ

　
コ
ー
ド

メールマガジン登録

メールアドレス※

地区

□下呂市ニュース
□気象・地震情報
□生活安心メール
□子育て応援メール
□下呂交流会館

▼

ご希望の情報を携帯電話のメールにお届けします。

　下呂市ニュースや気象情報、子育て安心情報
など携帯電話にメール配信いたします。
　　　　　　　　　【経営管理部 秘書広報課】

下呂市メール配信サービス
メール配信をご希望の方は、ＱＲコードを読み
取るか、またはメールアドレスに空メールを送
信してください。折り返し登録サイトの URL を
掲載したメールが届きますので、サイトを呼び
出し、メールマガジン登録を行ってください。
◎メールアドレス　 gero@sg-m.jp

〈千円以下を四捨五入〉

地元の名所案内をする観光案内人が出迎える飛騨金山駅

リニューアルされた飛騨萩原駅。地域の特産品などを販売

観
光
・
市
民
生
活
の
玄
関
口

平成24年度　電源立地地域対策交付金事業報告

事業費 4,019万円　交付額 3,231万円
※消防関係事業は１月号に掲載しています。事業費（3,085 万円）交付金（2,935 万円）
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市
職
員
の
退
職
・
採
用

◉
退
職
者
（
22
人
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

３
月
31
日
付

【
一
般
行
政
職
】

◆
部
長
級
　
▽
遠
渡
勝
彦
（
市
民
部
次
長
兼
税
務
課
長
）
▽
早
兼

高
美
（
福
祉
部
長
）
▽
西
脇
重
元
（
金
山
振
興
事
務
所
長
）

◆
課
長
級
　
▽
熊
倉
辰
夫
（
林
務
課
長
）
▽
田
中
敬
（
通
信
指
令

課
長
）▽
佐
古
正
昭（
消
防
総
務
課
長
）▽
池
戸
盛
雄（
監
査
課
長
）

▽
後
藤
美
代
子
（
白
草
保
育
園
長
）
▽
細
江
恵
美
子
（
健
康
課
長
）

▽
中
島
美
弘
（
上
原
保
育
園
長
）
▽
佐
古
裕
子
（
高
齢
福
祉
課
長
）

◆
一
般
職
員
　
▽
古
田
節
子
（
会
計
課
）
▽
今
井
理
方
（
健
康
課
）

▽
庄
司
知
憲
（
畜
産
課
）

〈
任
期
付
職
員
〉　
▽
黒
木
彩
美
（
健
康
課
）
▽
和
田
岬
（
健
康
課
）

▽
高
村
景
（
水
道
料
金
課
）

【
技
能
労
務
職
】
　▽
細
江
陽
子
（
下
呂
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
▽

斎
藤
裕
子
（
金
山
小
学
校
）

【
金
山
病
院
】
▽
杉
山
太
郎
（
医
員
）
▽
山
田
め
ぐ
み
（
技
師
）

▽
中
島
祥
江
（
看
護
師
）

◉
新
規
採
用
職
員(

14
人
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
付

【
一
般
行
政
職
】

▽
地
域
振
興
課  

熊
﨑
泰
士
▽
税
務
課 

遠
藤
勝
▽
高
齢
福
祉
課 

田
谷
育
大
▽
わ
か
ば
保
育
園 

小
林
雅
美
▽
観
光
課 

和
田
岬
▽
社

会
教
育
課 

田
口
公
基

〈
任
期
付
職
員
〉
▽
児
童
福
祉
課 

中
嶋
美
穂
▽
観
光
課 

黒
木
彩

美
▽
小
坂
地
域
振
興
課 

高
村
景
▽
金
山
地
域
振
興
課 

德
原 

薫

【
消
防
本
部
】
▽
中
消
防
署 

青
木
隼
斗
▽
北
消
防
署 

大
森
裕
也

【
金
山
病
院
】
▽
医
員 

今
井
健
晴
▽
技
師 

今
井
絢
子

◉
岐
阜
県
関
係

【
県
か
ら
派
遣
】
▽
荻
巣
勝
俊
（
林
務
課
長
）
▽
柏
木
寛
隆
（
学

校
教
育
課
対
策
監
）
　▽
佐
竹
厚
志
（
小
坂
診
療
所
　
医
員
）

【
県
へ
復
帰
】
▽
田
中
敏
隆
（
農
林
部
次
長
）
▽
栃
本
勝
美
（
学

校
教
育
課
対
策
監
）
▽
市
川
京
子
（
小
坂
診
療
所
　
医
員
）

※
平
成
25
年
度
の
下
呂
市
職
員
配
置
は
、
別
添
の
「
下
呂
市
職
員

配
置
・
事
務
分
掌
表
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　【
総
務
部
・
人
事
課
】

　
４
月
９
日
、
下
呂
市
小
川
に

あ
る
岐
阜
県
立
下
呂
特
別
支
援

学
校
の
開
校
式
・
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
別
支
援
学
校
は
、
平
成

21
年
度
に
高
等
部
の
み
の
飛
騨
特

別
支
援
学
校
下
呂
分
校
と
し
て
開

校
し
、
こ
の
た
び
小
・
中
学
部
も

一
体
と
な
っ
た
学
校
と
し
て
、
新

た
に
開
校
し
た
も
の
で
す
。

　
現
在
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ

プ
レ
ミ
ア
ム

で
は
「
に
っ

ぽ
ん
縦
断
　

こ
こ
ろ
旅

（
２
０
１
３
春
の
旅
）」
と
い
う

番
組
を
放
映
し
て
い
ま
す
。

　
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
４

月
に
鹿
児
島
県
を
ス
タ
ー
ト
し
、

山
梨
県
へ
向
け
て
旅
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
番
組
で
は
、
視
聴
者
の
皆
さ

児童生徒を代表して宣誓する谷向さん

　
式
典
で
は
、
児
童
生
徒
代
表
の

谷
向
杏
理
さ
ん
（
高
等
部
３
年
生
）

が
「
新
し
く
な
っ
た
学
校
で
、
後
輩

の
手
本
と
な
れ
る
よ
う
行
動
し
た

い
で
す
。
先
生
や
仲
間
か
ら
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
実
り
あ
る
学
校
生
活

を
送
り
た
い
」
と
、
力
強
く
宣
誓
し

ま
し
た
。
小
学
部
４
名
、
中
学
部
４

名
、
高
等
部
28
名
が
入
学
進
級
し
ま

し
た
。

ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の
ル
ー
ト

を
決
定
し
て
い
る
た
め
、
下
呂
市

内
で
の
“
忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
”

に
ま
つ
わ
る
お
手
紙
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
お
手
紙
が
採
用
さ
れ
れ

ば
、
下
呂
市
を
火
野
さ
ん
が
訪
れ

ま
す
。

■
岐
阜
県
の
放
送
予
定

　
６
月
17
日
㈪
～
30
日
㈰

■
応
募
期
限

　
５
月
28
日
㈫
　
必
着

■
応
募
内
容

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性

お
手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

別
、
年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
場

所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

■
応
募
方
法

　
郵
送
は

　
〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
は

　
03
・
０
４
６
５
・
１
３
２
７

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　W
W

W
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■
問
合
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先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
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ン
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ー

　
☎
０
５
７
０
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０
６
６
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０
６
６

　
ま
た
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０
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飛
騨
萩
原
駅
で
は
、
大
正
時

代
を
思
わ
せ
る
は
か
ま
姿
の
女

性
が
、
ホ
ー
ム
に
出
て
通
過
す

る
列
車
に
手
を
振
る
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
特
産
品
の
展
示
、
益
田
清
風

高
校
の
学
生
が
良
く
利
用
す
る

こ
と
か
ら
、
お
菓
子
な
ど
も
販

売
し
て
い
ま
す
。
駅
利
用
者
に

限
ら
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も

利
用
し
て
も
ら
い
地
域
全
体
で

駅
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
飛
騨
金
山
駅
で
は
観

光
案
内
人
が
、
金
山
の
「
筋
骨

め
ぐ
り
」
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
務

め
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
は
賑
わ
い
を
見
せ
た

駅
が
、
時
代
と
と
も
に
形
を
変

え
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
手
で
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
　

　
現
在
、
市
内
を
走
る
鉄
道
の
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
に
は
８
つ
の
駅
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
内
の
５
つ
の
駅
は
無
人
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
萩
原
と
金
山
地
域
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
地
元
商
工
会
な

ど
の
熱
意
と
行
動
力
に
よ
り
、
市
の
補
助
事
業
（
地
域
活
性
化

事
業
）
を
活
用
し
た
切
符
発
売
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
経
営
管
理
部 

地
域
振
興
課
】

萩
原
・
金
山

　
地
域
活
性
化
事
業

　国の「電源立地地域対策交付金」は、発電所などがある市町村の地域活性化と発電用施設の運転の円
滑化などを図るため、公共施設の整備や住民福祉向上を目的とした事業に対して交付されます。
　平成 24 年度に交付金を受け、実施した事業と事業費をお知らせします。　　　　【経営管理部 財政課】

地　　域 事　　業　　名　 　事　業　費（交付金充当額）

下　　呂
下呂温泉散策路修繕工事 　　2,762 万円（2,220 万円）
森８号線道路修繕工事 　　　695 万円（570 万円）

萩　　原 上村桜谷公園線側溝修繕工事 　　    480 万円（400 万円）
下呂・金山

振興事務所に配備 防災用資器材等購入事業 　　     82 万円（41 万円）

下呂温泉散策路修繕工事 防災用資器材等購入事業

平
成
24
年
度

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

Ｑ
Ｒ

　
コ
ー
ド

メールマガジン登録

メールアドレス※

地区

□下呂市ニュース
□気象・地震情報
□生活安心メール
□子育て応援メール
□下呂交流会館

▼

ご希望の情報を携帯電話のメールにお届けします。

　下呂市ニュースや気象情報、子育て安心情報
など携帯電話にメール配信いたします。
　　　　　　　　　【経営管理部 秘書広報課】

下呂市メール配信サービス
メール配信をご希望の方は、ＱＲコードを読み
取るか、またはメールアドレスに空メールを送
信してください。折り返し登録サイトの URL を
掲載したメールが届きますので、サイトを呼び
出し、メールマガジン登録を行ってください。
◎メールアドレス　 gero@sg-m.jp

〈千円以下を四捨五入〉

地元の名所案内をする観光案内人が出迎える飛騨金山駅

リニューアルされた飛騨萩原駅。地域の特産品などを販売

観
光
・
市
民
生
活
の
玄
関
口

平成24年度　電源立地地域対策交付金事業報告

事業費 4,019万円　交付額 3,231万円
※消防関係事業は１月号に掲載しています。事業費（3,085 万円）交付金（2,935 万円）



お 知 ら せ

　今 年度も 6 月から特 定健 診 
（国保）、すこやか健診（後期高
齢者健診）が始まります。受診
券は5月中に30 歳以上の国保と、
後期高齢者保険の方に送付しま
す。日程などの詳細は送付され
る受診券やお知らせのチラシでご確認ください。
※治療中の方も受診できます。医師の方針に従い、保

健・食事指導も受けられますので、ご活用ください。
※下呂温泉病院・金山病院では「各種がん検診」も

同日に受診できます。
◇問合先／市民部市民課 ☎ 24-2222 内線 123

毎年の定期的な健診を受けて、
     日頃の健康管理に役立てましょう！

　ペレットストーブ等の普及を促進するために、本体
購入に要する経費に補助金を交付します。
◆補助要件　下呂市内で新規にペレットストーブ・ま
きストーブを設置する者に対して、本体の購入に要
する経費を予算の範囲内で補助します。
◆補助対象者　市内に住所を有する方、
　　　　　　　市内に事業所を有する事業者
◆補助金の額　補助対象経費の３分の１以内の額
　　　　　　　ただし、１台につき 10 万円を限度とする。
◆申請期限　平成 25 年 10 月 31 日（木）
※ペレットストーブ等設置後の申請は対象外となり

ますので、必ず設置前に申請してください。
◇申込・問合先／農林部林務課 
　　　　　　　　　　　　☎ 52-2000 内線 424

ペレットストーブ等の本体購入経費補助

　平成 25 年度から、下呂市が取り扱う勤労者向け
融資制度が新しくなりました。

【下呂市勤労者住宅敷金融資】
◆融資対象者　

（１）現在お住まいの居住地に１年以上居住し、下呂
市に居住もしくは居住しようとする勤労者で、同一事
業所に１年以上継続勤務している満 20 歳以上の方

（２）前年年収が 150 万円以上 400 万円以下の勤労
者で自営業者でない方

（３）市税を完納している方
（４）保証機関の保証が受けられる方
◆資金使途　市内に自ら居住するための新築、購入、
増改築、土地の取得に必要な資金
◆融資限度額　有担保 2,000 万円以内・無担保 500
万円以内

【下呂市勤労者生活資金融資】
◆融資対象者　

（１）下呂市に 1 年以上居住している勤労者で、同一事
業所に 1 年以上継続して勤務している満 20 歳以上の方

（２）前年年収が 150 万円以上 400 万円以下の勤労
者で自営業者でない方

（３）市税を完納している方
（４）保証機関の保証が受けられる方
◆資金使途　教育、医療・介護、出産・育児、自動
車関連資金
◆融資限度額　200 万円以内
※詳細はホームページまたは下記までお問い合わせ
ください。　
◇問合先／観光商工部商工課 ☎ 24-2222（内線 155）

下呂市勤労者住宅・生活資金融資を
　　　　　　　　　　　ご利用ください

福祉部児童福祉課☎52-1118（直通）
健康医療部健康課☎53-2101（直通）
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平成25 年度  発達障がい児等の保護者交流会のお知らせ

※「かたつむりの会」とは、「か
・ ・

たってつ
・

ながりむ
・

りせずリ
・

ラックス」する会という意味です。

開　催　日 場               所         （ 時        間 ）

平成 25 年

  5 月 13 日（月）下呂市民会館　2 階学習室（13：30 ～ 15：30）
  6 月 11 日（火）小坂ふれあいセンター保健指導室（13：30 ～ 15：30）
  7 月 17 日（水）星雲会館　2 階和室　　  　（13：30 ～ 15：30）
  8 月 28 日（水）下呂市民会館　2 階学習室（19：30 ～ 21：30）
  9 月 25 日（水）星雲会館　2 階和室　　　  （19：30 ～ 21：30）
10 月 23 日（水）下呂市民会館　2 階学習室（13：30 ～ 15：30）
11 月 18 日（月）星雲会館　2 階和室　　　  （13：30 ～ 15：30）

平成 26 年
  1 月 20 日（月）下呂市民会館　2 階学習室（13：30 ～ 15：30）
  2 月 19 日（水）金山市民会館　2 階和室　  （13：30 ～ 15：30）
  3 月  12 日（水）星雲会館　2 階和室　　　  （13：30 ～ 15：30）

「かたつむり」は医療機関等で、自閉症、アスペルガー症候群、広汎性発達障がい等の
発達障がいと診断されたお子さんの保護者同士の交流会です。

申し込みは不要です。小さいお子さんも一緒に参加できますのでお気軽にどうぞ。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
支
え
あ
い
の
地
域
社
会

　腎臓機能障がい者の福祉の増進を図ることを目
的に、人工透析療養を受けるために医療機関へ通
院した人に対して、通院手当を支給します。
◆対象者　市内に居住し、腎臓機能障がいによる
身体障害者手帳の交付を受けている人（申請には医
療機関の通院証明書が必要）
◆支給額　通院 1 回につき 400 円
◆支給対象期間　3 月～ 5 月分の通院分
◆申請期限　平成 25 年 6 月14 日（金）
◇問合先／福祉部社会福祉課 ☎ 52-3936 内線 606

人工透析療養者へ通院手当が支給されます

種別 団地名 住戸番号 構造・階数 間取り 家賃（円） 建設年度 住所
公営 小川住宅 １０６号 中層耐火４階 3ＤK 19,800～39,000 Ｈ６ 小川
公営 中宮団地 2号棟201号 中層耐火３階 ３DK 17,600～34,600 Ｓ60 金山町金山

5 月募集住宅 ◆募集期間▷ 5月 1日～ 27 日まで　◆入居予定日▷ 7月 1日
◇問合先／建設部建築課 ☎ 52-2000  内線 218

「春の御嶽を眺めに行こう」
　◆日　時▷ 5 月 11 日（土）10 時～ 14 時
　◆参加料▷ 1 人 500 円
　◆定　員▷ 20 人（要予約）
　◆持ち物▷弁当・雨具・飲み物

「あねかえしづくり」
　◆日　時▷ 5 月 19 日（日）13 時 30 分～ 15 時 30 分
　◆参加料▷ 1 人 600 円
　◆定　員▷ 30 人（要予約）
　◆持ち物▷エプロン・三角巾
 「薬草園で薬草を食べよう」
　◆日　時▷ 5 月 26 日（日）10 時～ 13 時
　◆参加料▷ 1 人 500 円
　◆定　員▷ 15 人（要予約）
　◆持ち物▷汚れてもよい服装

「茶摘み体験」
　◆日　時▷ 5 月 26 日（日）10 時～ 13 時
　◆参加料▷ 1 人 800 円
　◆定　員▷ 20 人（要予約）
　◆持ち物▷エプロン・三角巾
◇申込・問合先／南ひだ健康道場　 ☎ 55-0010

南ひだ健康道場イベント案内
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◎職種とその要件等
一般行政職（若干名）
大学卒業以上の学歴を有する方、または平成 26
年 3 月 31 日までに大学卒業見込みの方
◎年齢その他の要件
昭和 58 年 4 月 2 日～平成 4 年 4 月 1 日までに生
まれた方。ただし、地方公務員法第 16 条に該当
する方は受験資格がありません。身体障がい者の
方は、自力通勤が可能で介護なしで職務遂行が可
能な方。採用後は原則市内に住所を有すること。
◎試験の方法
○一次試験
内容：一般教養試験、事務適正検査、
　　　職場適応性検査
期日：平成 25 年 7 月 28 日（日）
会場：県立可児高校（可児市坂戸 987-2） 

○二次試験（一次試験の合格者）
内容：個人面接、論文試験
期日：8 月下旬予定
会場：下呂市役所　下呂庁舎
◎申込方法
試験案内および申込用紙は、人事課または各振
興事務所の窓口でお渡しします。必要書類を添
付の上、人事課へお申し込みください。
◎受付期間
5 月 7 日～ 6 月 6 日（郵送の場合も 6 月 6 日必着）
※受付は 6 月 6 日 17 時 15 分に締め切ります。
◎申込・問合先
〒 509-2295　下呂市森 960 番地
下呂市役所総務部人事課　☎ 24-2222（内線 221）
※高校卒業以上の学歴を有する方の職員募集は
   7 月号でお知らせする予定です。

平成２５年度職員募集（大卒以上）

　乳幼児学級は、親と０～３歳までの子ども
の活動の場です。みんなで　学び・集い・楽
しみながらつながりを深めます。
　◆親子で友達づくりができます
　◆子どもどうしがいっしょに遊べる場です
　◆子育ての情報がいっぱいです
   年間募集しています。いつでもどうぞ！
◇問合先／福祉部児童福祉課 ☎ 52-2882

下呂市乳幼児学級に入りませんか

民
生
委
員
や
福
祉
委
員
の
活
動
を
理
解
し
、
協
力
し
ま
し
ょ
う
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   年間募集しています。いつでもどうぞ！
◇問合先／福祉部児童福祉課 ☎ 52-2882

下呂市乳幼児学級に入りませんか

民
生
委
員
や
福
祉
委
員
の
活
動
を
理
解
し
、
協
力
し
ま
し
ょ
う
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時 分 番組名

7
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

8
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組

9
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

13
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

14 0 チャンネル下呂インフォメーション

15
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16

0 もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

45 防災情報

17
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 岐阜県情報

18 0 サイエンスチャンネル

19
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組 

21
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 NPO 紹介番組

22 0 サイエンスチャンネル

23
0    週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報

●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで、市内の
話題が満載の市民のための情報番組です。朝７時から２時間お
きに１日９回放送します。

〈5月のコーナー〉
5/1 ～ 5/14  こんにちは！市役所です
　　　　　　市役所から耳寄りな情報や話題などをお知らせします。
　　　　　　今回は「下呂ふるさと歴史記念館」からのお知らせです。

5/8 ～ 5/14《新コーナー》ずっと健康～目指せ！健康長寿のまち～
　　　　　　市民の皆さんと一緒に「健康」と「まちづくり」を考え
　　　　　　ていくコーナーが始まります。
　　　　　　今回は、「少子高齢化」の現状と「健康を維持するため
　　　　　　の取り組み」について紹介します。

5/15 ～ 5/28　なかよし保育園
　　　　　　下呂市内の元気いっぱいの保育園
　　　　　　のおともだちを紹介します。
　　　　　　今回は、萩原北保育園のみなさん
　　　　　　が登場します。

●下呂へ GO ！（毎月１日更新）
下呂市の魅力をお届け！オススメのグルメスポット、観光スポッ
トを紹介します。

●防災情報番組
みなさんに役立つ防災情報を提供します。
今回は、岐阜県が作成した「自助実践 200 万人運動ＤＶＤ～命を守
る地震対策」を放送します。

★情報提供はこちらへ★
下呂ネットサービス  FAX   34-0701

ハガキ 〒509-1695
下呂市金山町大船渡 600 番地 8
金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp

 HP http://geronet.info/chgero/
※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用しません。

下呂ネットサービス窓口営業時間変更のお知らせ
　5 月 1 日から下記のとおり、ＮＴＴ下呂ビル１階窓口
の営業時間を変更いたします。
●平日窓口営業時間の変更
　変更後：午前９時から午後６時
●土曜日営業について
　変更後：毎月第２・４土曜日（営業時間：午前 9時から午後 5時）
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み
の
り
保
育
園
で
入
園
式

　
４
月
５
日
、
白
草
保
育
園
と

み
の
り
保
育
園
が
統
合
し
て
み

の
り
保
育
園
で
入
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
入
園
児
は
19
名
。
先
生
に

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
泣
い
て
し

ま
っ
て
返
事
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔

で
元
気
よ
く
返
事
を
す
る
姿

は
、
ほ
ほ
笑
ま
し
く
印
象
的
で

し
た
。

　
園
児
た
ち
は
今
秋
に
は
新
し

く
完
成
す
る
「
た
け
は
ら
保
育

園
（
仮
称
）」
に
移
り
ま
す
。

　入園式での記念撮影の様子

★
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

高
齢
者
叙
勲 

旭
日
単
光
章

▽
中
田
豊
吉（
小
坂
町
大
垣
内
）

新１年生は２３６人

○萩原小  50 人
○尾崎小  16 人
○下呂小  42 人
○上原小  10 人
○金山小  12 人
○菅田小  10 人
○馬瀬小    6 人

○宮田小  15 人
○小坂小  18 人
○竹原小  32 人
○中原小    4 人
○下原小  16 人
○東第一小  5 人

　市内 13 の小学校
で４月８日、入学式
が行われました。
　各校の新入学児童
数は次のとおりです。

【教育委員会　学校教育課】

◆
市
内
の

　
　小
中
学
校
長
を
紹
介

【
中
学
校
】

▽
萩
原
南
・
◎
田
添
好
男
▽
萩
原

北
・
◎
小
鳥
義
博
▽
小
坂
・
細
江

隆
正
▽
下
呂
・
大
屋
哲
治
▽
竹
原
・

◎
中
村
好
一
▽
金
山
・
二
村
洋
介

▽
馬
瀬
・
細
江
幸
孝

【
小
学
校
】

▽
萩
原
・
◎
古
川
慎
一
▽
宮
田
・

矢
嶋
美
智
昭
▽
尾
崎
・
◎
岩
嶋
温

子
▽
小
坂
・
中
谷
優
樹
▽
下
呂
・

二
村
一
範
▽
竹
原
・
荒
井
千
佳
▽

上
原
・
熊
﨑
信
雄
▽
中
原
・
二
村

直
宏
▽
金
山
・
可
児
正
充
▽
下
原
・

武
山
昭
見
▽
菅
田
・
植
松
秀
之
▽

東
第
一
・
西
松
公
孝
▽
馬
瀬
・
小

口
晃
生

（
◎
は
転
新
任
・
敬
称
略
）

　【
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課
】

小坂診療所  看護師・准看護師  募集
◆職　　　種　　看護師・准看護師（正規職員）
◆募 集 人 数　　１名
◆採用予定日　　平成 25 年 7 月 1 日（月）
◆受 験 資 格　　看護師または准看護師免許取得者
　　　　　　　　採用予定日現在で、年齢 40 歳未満
◆受 験 手 続　　次の書類を下呂市役所人事課へ提出してください。
　　　　　　　   （1）下呂市職員採用試験申込書
　　　　　　　   （2）看護師または准看護師資格証の写し
　　　　　　　   （3）健康診断書（所定の様式）
◆申 込 期 限　　平成 25 年 6 月 3 日（月）
◆そ　の　他　　就職準備金として 20 万円の貸付が受けられます。
　　　　　　     （2 年間在職した場合は返還が免除されます）
◆問　合　先　  総務部人事課　☎ 24-2222（内線 221）
　　　　　　　  小坂診療所　　☎ 62-2212

君がいる
　ただそれだけで
　　　　　うれしいよ

5月5日～11日は児童福祉週間
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を
整
え
て
休
養
を
と
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

う
つ
病
は
「
自
然
に
治
る
」
と
か
「
が
ん
ば
れ

ば
な
ん
と
か
な
る
」
と
考
え
て
、
つ
ら
さ
を
我
慢

し
て
い
る
う
ち
に
う
つ
病
を
こ
じ
ら
せ
て
（
重
症

化
さ
せ
て
）
し
ま
う
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

重
症
化
す
る
と
「
生
き
て
い
る
意
味
が
な
い
・
・
」

と
自
殺
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

早
め
に
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
多

く
の
人
が
う
つ
病
か
ら
回
復
し
て
い
ま
す
。
お

か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
が
ま
ん
せ
ず
に
で
き

る
だ
け
早
く
か
か
り
つ
け
医
や
精
神
科
、
心

療
内
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
事
業
の
ご
案
内
】

～
最
近
眠
れ
な
い
、
気
分
が
落
ち
込
む
、
食
欲
が
な
い
、

物
忘
れ
が
ひ
ど
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
な
ど
、
ご
自

身
の
不
調
や
、
ご
家
族
の
様
子
に
悩
ん
で
い
る
方
へ
～

・
心
の
健
康
相
談

　

飛
騨
保
健
所
で
は
、
精
神
科
医
に
よ
る
心
の

健
康
相
談(

無
料)

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
下
呂

市
内
の
会
場
で
１
ヶ
月
に
１
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
住
所
地
以
外
の
会
場
で
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
た
は
各
地
区
の

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【 

岐
阜
県
飛
騨
保
健
所　

健
康
増
進
課　
　

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１　

内
線
３
１
１ 

】

次
の
窓
口
は
精
神
科
の
病
院
に
併
設
さ
れ
、

専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
南
ひ
だ
心
の
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
０
・
４
２
２
３
・
３
７
９
４

　
月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

　
☎
０
５
７
７
・
72
・
５
０
２
３

　
月
曜
日
～
土
曜
日
（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
脳
の
神
経
伝
達
物
質
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
、
心
や
体
の
調
節
が
う
ま
く
い
か
な

く
な
る
こ
と
で
お
こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
精
神
的
な
病
気
と
捉
え
ら
れ
が
ち

で
す
が
、
左
上
の
図
に
あ
る
よ
う
に
様
々
な
身
体

症
状
が
現
れ
て
、
心
も
体
も
全
体
的
に
不
調
に
お

ち
い
っ
て
し
ま
う
心
と
体
の
病
気
で
す
。

●
う
つ
病
と
睡
眠
に
つ
い
て

　

う
つ
病
に
か
か
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
睡

眠
に
障
害
を
き
た
し
ま
す
。
う
つ
病
と
不
眠
に

は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
気
が
か
り
な
こ
と

が
あ
る
と
寝
つ
き
が
悪
く
な
る
の
は
誰
に
で
も

あ
る
こ
と
で
す
が
、
体
が
疲
れ
て
い
て
ゆ
っ
く

り
眠
り
た
い
の
に
夜
中
に
目
が
覚
め
て
し
ま
う

（
中
途
覚
醒
）
と
か
、
朝
早
く
に
目
覚
め
て
し

ま
っ
て
十
分
に
眠
れ
な
い（
早
期
覚
醒
）と
い
っ

た
不
眠
症
が
う
つ
病
の
初
期
に
は
よ
く
現
れ
ま

す
。
休
み
の
日
を
含
め
て
２
週
間
以
上
不
眠
が

続
く
と
き
は
う
つ
病
が
疑
わ
れ
ま
す
。

●
う
つ
病
の
治
療
は
？

　

薬
に
よ
る
治
療
が
基
本
で
す
。
抗
う
つ
薬
に
よ
っ

て
脳
の
神
経
伝
達
が
円
滑
に
な
り
、
う
つ
病
の
症

状
が
改
善
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

薬
に
よ
る
治
療
と
あ
わ
せ
て
、
職
場
や
家
庭
の
環
境

●
う
つ
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

う
つ
病
は
、
は
っ
き
り
し
た
身
体
の
病
気
が
な

い
の
に
、
心
身
と
も
に
調
子
が
悪
く
な
り
、
日
常

生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
る
病
気
で
す
。

強
い
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
れ
ば
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は「
気
の
持
ち
よ
う
」

と
か
「
心
の
弱
さ
」
か
ら
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
う
つ
病
」は
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
的
な
病
気
で
す
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　
24
‐
１
２
０
０

　診
療
科
目

　　内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　診
療
日
　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　診
療
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

５
・
６
月
の
担
当
医

5月
3
日
（

　）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

4
日
（

　）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

5
日
（

　）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

6
日
（

　）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

12
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

19
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

26
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

6月
2
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

9
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

16
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

23
日
（
日
）
藤
岡

　均
（
藤
岡
医
院
）

30
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
6
月
9
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　金
山
病
院
へ
受
診
く
だ
さ
い
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

うつ病の主な症状

月
・祝

日
・祝

土
・祝

金
・祝

内　　　　容 訴　　　え

心の症状 気分の落ちみ、意欲低下 
集中力の低下

「気持ちが沈んで、やる気がでない」 
「テレビや新聞を見ても、頭に入っ
てこない」

睡眠 不眠の継続
特に中途覚醒・早朝覚醒

「毎日眠れていない」 
「目が覚めてしまって眠れない」

食欲 食欲低下、体重減少
「食欲がでてこない」
「急に体重が減った」 
「何を食べてもおいしくない」

全身倦怠感 体がだるい 「いつもだるい」「体が重い」

自律神経 動悸、めまい、発汗、
便秘など

「すぐにどきどきする」
「じっとり汗をかく」

ホルモン 性欲低下など 「性欲がなくなった」
疼痛等 頭痛、肩こり、腰痛など 「頭が痛い」「肩が痛い」「腰が痛い」
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マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
症
す

る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）」
と
呼
ば
れ
る
病
気
の
症
例
が
、
日

本
国
内
で
こ
れ
ま
で
に
数
例
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
発
熱
や
食
欲
低
下
や
嘔
吐
、
下
痢
等

の
症
状
が
あ
り
、
重
症
化
す
る
と
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
マ
ダ
ニ
が
多

く
生
息
す
る
草
む
ら
や
ヤ
ブ
等
に
入
る
と
き

は
、
次
の
事
に
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

●
肌
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
よ
う
に
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
靴
な
ど
を
着
用
す
る
。

●
肌
が
出
る
部
分
に
は
人
用
の
防
虫
ス
プ

レ
ー
を
噴
霧
す
る
。

●
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、
腰
を
下
ろ

し
た
り
し
な
い
よ
う
敷
物
等
を
敷
く
。

●
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
、
体
を
よ
く

洗
っ
て
服
を
着
替
え
る
。

●
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時
は
、
つ
ぶ
し
た

り
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
で
き

る
だ
け
医
療
機
関
で
処
理
し
て
も
ら
う
。

　

マ
ダ
ニ
は
人
や
動
物
に
取
り
付
く
と
皮

膚
に
し
っ
か
り
と
食
い
つ
き
、
数
日
間
、

血
を
吸
い
ま
す
。
こ
の
際
、
無
理
に
引
き

抜
こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚

内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
医
療
機
関
で
処
置
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
咬

ま
れ
た
後
に
発
熱
や
食
欲
低
下
、
嘔
吐
な

ど
の
症
状
が
出
ま
し
た
ら
、
早
め
に
医
療

機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
、

次
の
医
療
機
関
で
５
月
中
旬
頃
よ
り
検
診

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
バ
ス

で
の
集
団
検
診
は
６
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
で
対
象
の
方
、
社
会

保
険
等
に
加
入
さ
れ
市
の
検
診
を
希
望
さ

れ
た
方
に
は
５
月
中
旬
に
受
診
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
積
極
的
に
受
診
し
て
自

分
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・
黒
木
医
院
、
下
呂
温
泉
病
院
、
久
美
愛

厚
生
病
院
（
高
山
市
）

【
乳
が
ん
個
別
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・
金
山
病
院
、久
美
愛
厚
生
病
院（
高
山
市
）

詳
細
は
健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

献
血
を
次
の
場
所
で
行
い
ま
す
。
献
血

は
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
が
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
医
療
の
場
に
お
い
て

輸
血
は
重
要
な
治
療
法
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
５
月
21
日
（
火
）

10
時
～
12
時
30
分
　
Ｋ
Ｙ
Ｂ
金
山
㈱ 

14
時
～
16
時
30
分
　
金
山
病
院

●
６
月
５
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分
　
下
呂
市
民
会
館

13
時
～
16
時
　
　
　
下
呂
看
護
専
門
学
校

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

　
　
　
　
　（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）に
注
意
！

献
血
の
お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
の

　
　
　
個
別
検
診
が
始
ま
り
ま
す
！

ロコモをご存知ですか。

　

日
本
で
は
世
界
に
先
駆
け
て
高
齢
化
が
進
行

し
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
長
い
年
月
、
体
を
使
い
続
け
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
今
ま
で
の

対
策
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
障
害
も
増

加
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
寝
た
き
り
状

態
、
要
介
護
状
態
の
予
防
の
た
め
に
も
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
ロ
コ
モ
と
は

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症

候
群
）
の
略
語
で
日
本
整
形
学
会
が
２
０
０
７
年

に
新
た
に
提
唱
し
ま
し
た
。
運
動
器
の
障
害
に
よ

り
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
の
こ
と
で

す
。「
人
間
は
運
動
器
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
る
。
運
動
器
の
障
害
に
は
、
医
学
的
評
価
と

対
策
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
日
々
意
識

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
動

脈
硬
化
が
本
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ロ
コ
モ
は

運
動
器
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

運
動
器
と
は
、
骨
・
関
節
・
靱
帯
、
脊
椎
・

脊
髄
、
筋
肉
・
腱
、
末
梢
神
経
な
ど
、
体
を
支

え(

支
持)

、
動
か
す(

運
動
・
移
動)

役
割
を

す
る
器
官
の
総
称
で
す
。

◎
ロ
コ
モ
の
原
因

　

二
つ
に
分
け
て
考
え
ま
す
。
一
つ
は
変
形
性

関
節
症
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
、
脳
卒
中
に
よ
る

神
経
障
害
な
ど
加
齢
に
伴
う
様
々
な
病
気
が
あ

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能

の
衰
え
で
す
。
筋
力
低
下
、
持
久
力
低
下
、
反

応
時
間
や
運
動
速
度
が
遅
く
な
る
、
手
先
の
運

動
能
力
の
低
下
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
低
下
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
ロ
コ
モ
の
診
断
（
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
）

　

７
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
、
一
つ
で
も
あ
て
は
ま
れ

ば
ロ
コ
モ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

○
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
。

○
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
。

○
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で
あ
る
。

○
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い
。

○
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い
（
約
１
㎞
）。

○
２
㎏
程
度
の
買
い
物
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳

パ
ッ
ク
２
本
程
度
）
を
し
て
持
ち
帰
る
の
が

困
難
で
あ
る
。

○
家
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃
除
機
の
使
用
、
布

団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
が
困
難
で
あ
る
。

◎
ロ
コ
モ
の
予
防

　

身
体
機
能
の
衰
え
に
は
気
づ
か
な
く
て
も
、骨
、

関
節
、
筋
肉
の
機
能
の
衰
え
は
４
０
代
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。ロ
コ
モ
を
意
識
し
、運
動
、栄
養
、

休
養
を
心
が
け
る
こ
と
が
将
来
の
要
介
護
状
態
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
誰
で
も
ロ

コ
モ
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
ロ
コ
モ
を
進
行
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
た

め
に
も
専
門
家
と
相
談
し
な
が
ら
体
力
の
衰
え
を

少
し
で
も
予
防
す
る
方
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
病

院
で
は
歩
行
能
力
に
応
じ
た
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
ロ
コ
ト
レ
）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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マ
ダ
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ま
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こ
と
に
よ
り
発
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す

る
「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群
（
Ｓ
Ｆ

Ｔ
Ｓ
）」
と
呼
ば
れ
る
病
気
の
症
例
が
、
日

本
国
内
で
こ
れ
ま
で
に
数
例
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
発
熱
や
食
欲
低
下
や
嘔
吐
、
下
痢
等

の
症
状
が
あ
り
、
重
症
化
す
る
と
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
マ
ダ
ニ
が
多

く
生
息
す
る
草
む
ら
や
ヤ
ブ
等
に
入
る
と
き

は
、
次
の
事
に
お
気
を
付
け
下
さ
い
。

●
肌
を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
よ
う
に
長
袖
、

長
ズ
ボ
ン
、
手
袋
、
靴
な
ど
を
着
用
す
る
。

●
肌
が
出
る
部
分
に
は
人
用
の
防
虫
ス
プ

レ
ー
を
噴
霧
す
る
。

●
地
面
に
直
接
寝
転
ん
だ
り
、
腰
を
下
ろ

し
た
り
し
な
い
よ
う
敷
物
等
を
敷
く
。

●
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
、
体
を
よ
く

洗
っ
て
服
を
着
替
え
る
。

●
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時
は
、
つ
ぶ
し
た

り
無
理
に
引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
で
き

る
だ
け
医
療
機
関
で
処
理
し
て
も
ら
う
。

　

マ
ダ
ニ
は
人
や
動
物
に
取
り
付
く
と
皮

膚
に
し
っ
か
り
と
食
い
つ
き
、
数
日
間
、

血
を
吸
い
ま
す
。
こ
の
際
、
無
理
に
引
き

抜
こ
う
と
す
る
と
マ
ダ
ニ
の
一
部
が
皮
膚

内
に
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
医
療
機
関
で
処
置
し
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
咬

ま
れ
た
後
に
発
熱
や
食
欲
低
下
、
嘔
吐
な

ど
の
症
状
が
出
ま
し
た
ら
、
早
め
に
医
療

機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い
て
は
、

次
の
医
療
機
関
で
５
月
中
旬
頃
よ
り
検
診

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
バ
ス

で
の
集
団
検
診
は
６
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
で
対
象
の
方
、
社
会

保
険
等
に
加
入
さ
れ
市
の
検
診
を
希
望
さ

れ
た
方
に
は
５
月
中
旬
に
受
診
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
積
極
的
に
受
診
し
て
自

分
の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・
黒
木
医
院
、
下
呂
温
泉
病
院
、
久
美
愛

厚
生
病
院
（
高
山
市
）

【
乳
が
ん
個
別
検
診
が
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・
金
山
病
院
、久
美
愛
厚
生
病
院（
高
山
市
）

詳
細
は
健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

献
血
を
次
の
場
所
で
行
い
ま
す
。
献
血

は
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
が
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
医
療
の
場
に
お
い
て

輸
血
は
重
要
な
治
療
法
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
５
月
21
日
（
火
）

10
時
～
12
時
30
分
　
Ｋ
Ｙ
Ｂ
金
山
㈱ 

14
時
～
16
時
30
分
　
金
山
病
院

●
６
月
５
日
（
水
）

10
時
～
11
時
30
分
　
下
呂
市
民
会
館

13
時
～
16
時
　
　
　
下
呂
看
護
専
門
学
校

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

　
　
　
　
　（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）に
注
意
！

献
血
の
お
知
ら
せ

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
の

　
　
　
個
別
検
診
が
始
ま
り
ま
す
！

ロコモをご存知ですか。

　

日
本
で
は
世
界
に
先
駆
け
て
高
齢
化
が
進
行

し
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
長
い
年
月
、
体
を
使
い
続
け
て
い
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
今
ま
で
の

対
策
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
障
害
も
増

加
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
寝
た
き
り
状

態
、
要
介
護
状
態
の
予
防
の
た
め
に
も
、
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
ロ
コ
モ
と
は

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運
動
器
症

候
群
）
の
略
語
で
日
本
整
形
学
会
が
２
０
０
７
年

に
新
た
に
提
唱
し
ま
し
た
。
運
動
器
の
障
害
に
よ

り
要
介
護
に
な
る
リ
ス
ク
の
高
い
状
態
の
こ
と
で

す
。「
人
間
は
運
動
器
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て

い
る
。
運
動
器
の
障
害
に
は
、
医
学
的
評
価
と

対
策
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
日
々
意
識

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
動

脈
硬
化
が
本
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ロ
コ
モ
は

運
動
器
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

運
動
器
と
は
、
骨
・
関
節
・
靱
帯
、
脊
椎
・

脊
髄
、
筋
肉
・
腱
、
末
梢
神
経
な
ど
、
体
を
支

え(

支
持)

、
動
か
す(

運
動
・
移
動)

役
割
を

す
る
器
官
の
総
称
で
す
。

◎
ロ
コ
モ
の
原
因

　

二
つ
に
分
け
て
考
え
ま
す
。
一
つ
は
変
形
性

関
節
症
、
脊
柱
管
狭
窄
症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

骨
粗
し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
、
脳
卒
中
に
よ
る

神
経
障
害
な
ど
加
齢
に
伴
う
様
々
な
病
気
が
あ

り
ま
す
。
も
う
一
つ
は
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能

の
衰
え
で
す
。
筋
力
低
下
、
持
久
力
低
下
、
反

応
時
間
や
運
動
速
度
が
遅
く
な
る
、
手
先
の
運

動
能
力
の
低
下
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
低
下
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
ロ
コ
モ
の
診
断
（
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
）

　

７
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
、
一
つ
で
も
あ
て
は
ま
れ

ば
ロ
コ
モ
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

○
片
脚
立
ち
で
靴
下
が
は
け
な
い
。

○
家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
。

○
階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要
で
あ
る
。

○
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な
い
。

○
15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
け
な
い
（
約
１
㎞
）。

○
２
㎏
程
度
の
買
い
物
（
１
リ
ッ
ト
ル
の
牛
乳

パ
ッ
ク
２
本
程
度
）
を
し
て
持
ち
帰
る
の
が

困
難
で
あ
る
。

○
家
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃
除
機
の
使
用
、
布

団
の
上
げ
下
ろ
し
な
ど
）
が
困
難
で
あ
る
。

◎
ロ
コ
モ
の
予
防

　

身
体
機
能
の
衰
え
に
は
気
づ
か
な
く
て
も
、骨
、

関
節
、
筋
肉
の
機
能
の
衰
え
は
４
０
代
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。ロ
コ
モ
を
意
識
し
、運
動
、栄
養
、

休
養
を
心
が
け
る
こ
と
が
将
来
の
要
介
護
状
態
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
誰
で
も
ロ

コ
モ
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。
ロ
コ
モ
を
進
行
さ

せ
な
い
た
め
に
も
、
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
い
く
た

め
に
も
専
門
家
と
相
談
し
な
が
ら
体
力
の
衰
え
を

少
し
で
も
予
防
す
る
方
策
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
病

院
で
は
歩
行
能
力
に
応
じ
た
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
（
ロ
コ
ト
レ
）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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◆地名は災害を警告する� 遠藤宏之
◆岐阜県謎解き散歩（文庫）���山田敏弘
◆ドレスよりハウス� 室井　滋
◆明治〈美人〉論� 佐伯順子
◆必ず役立つ震災食� 石川県栄養士会
◆脳卒中のベストアンサー� 　高木　誠
◆長生きしたけりゃ肉は食べるな� 若杉友子
◆台所から子どもたちへ� 山本ふみこ
◆布で作るクチュールバッグ� 斉藤謠子
◆何のために生まれてきたの？�やなせたかし
◆ぼくはぼく� 谷川俊太郎
◆娘が学校に行きません�� �野原広子

◆いちばん長い夜に　     乃南アサ
◆糸車 ���　�������������������　宇江佐真理
◆沈黙の町で� 奥田英朗
◆ホテル・コンシェルジュ�門井慶喜
◆甘い罠　　　��������������������鏑木　蓮
◆ハピネス� 桐野夏生
◆ローカル線で行こう！� 真保裕一
◆吉原暗黒譚（文庫）� 誉田哲也
◆キミトピア� 舞城王太郎
◆望郷� 湊かなえ
◆閉経記� 伊藤比呂美
◆ B 級恋愛グルメのすすめ　島本理生

新●着●図●書

問合先）　はぎわら図書館 ☎52-2901　下呂図書館 ☎25-2489　金山図書館 ☎32-2449　小坂図書室 ☎62-3111　馬瀬図書室 ☎47-2111

5

下呂市図書館ホームページ　http://lib.city-gero.jp　

　

11日 (土) 10:30～金 山 図 書 館

    　　　10:30～下 呂 図 書 館

　 　　  14:30～はぎわら図書館

25日（土）    14:00～下呂中央児童館

はぎわら  旅に行きませんか
　下呂　　女子力
　　　　燃やそう心の炎
   金山　　いろいろな子育ての本

5

※下呂市図書館ホームページでは、貸出状況・予約状況のほか、新着情報等も検索できます

 「こどもの読書週間」
　　　　　しおりプレゼント

　4月23日(火)～5月12日(日)
は「こどもの読書週間」です。期
間中、各図書館・図書室で本を借
りられた方にしおりをプレゼント
します。（なくなり次第終了）

http://lib.city-gero.jp/ＵＲＬ

■下呂温泉病院イベントのお知らせ
⑴国際助産師の日イベント
　（予約不要・無料）
　日時▷5月16日（木）
　　　　13時30分～15時30分
　場所▷下呂温泉病院本館6階
　　　　会議室
　内容▷①ベビービクス（生後1ヶ月

から歩き始めるまでの赤ちゃん）②
マタニティヨガ③育児・母乳相談

※パパ＆ママは軽い運動ができる服装
⑵看護の日イベント（無料）
　来院される方を対象に開催します。

　日時▷5月27日（月）9時～13時
　内容▷血管年齢・骨密度測定他
　問合先▷下呂温泉病院☎25-2820
■不用な衣料（ベビー～ジュニア・マ
タニティ・未使用タオル）の交換会
日時▷5月16日（木）9時30分～
場所▷小坂健康ふれあいセンター
　　　4階
参加費▷100円
問合先▷スマイリングママクラブ
　　　  ☎090-8549-8060（田口）
■0歳からのジャズコンサート
日時▷５月17日（金）16時開演
場所▷交流会館マルチスタジオ
入場料▷大人1500円・小学生500円・
　　　　小学生未満無料
問合先▷☎090-4436-2262（横田）
■元Ｊリーガー名波浩さん
トークショー＆スポーツ体験会

日時▷６月1日（土）9時30分～受付
場所▷下呂体育館（下呂中学校体育館）
参加費▷500円（対象：小学生）
問合先▷上ヶ平サンビレッジ
　　　　☎ 24-1050
■はぎわら「森の宝島」開催！
子育て、自分育てに役立つイベント
を開催します。
日時▷５月25日（土）13時～17時
　　　5月26日（日）９時30分～16時
場所▷星雲会館
問合先▷はぎわらの森の宝島実行委員会
　　　　☎090-7613-0418（島）
　　　　☎090-8953-6989（青木）
■東日本大震災ボランティアバス出発日
５月１７日（金）・６月７日（金）・７月５日（金）
申込・問合先▷ＫＩプロジェクト
　☎050-3536-5866（鎌倉）
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ご結婚

ご誕生

人 動の き 男性：17,150 人　女性：18,647 人
合計：35,797 人（－ 265 人）
世帯：12,494 世帯

人口（平成25年4月1日現在）

4月10日戸籍受付分までを掲載

中村　隼人（小坂町赤沼田）
細川　千波（飛騨市）

天野　広基（萩原町花池）
小林　梨沙（萩原町尾﨑３）

ご
寄
附（
4
月
10
日
受
付
ま
で
）

次
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
萩
原
】
奥
田
寿
真
子
（
萩
原
上
）

【
下
呂
】
田
上

　敏
明
（
乗
政
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　（敬
称
略
）

人の動きは届出時点で市内に住民票がある方を掲載しています。

森　  健次（萩原町古関） 　78
桂川　澄江（萩原町羽根） 86
内木　   清（萩原町山之口） 93
熊﨑よね子（萩原町尾﨑２） 85
桂川　壽男（萩原町羽根） 75
二村　そう（萩原町羽根）    95
野口　ま子（萩原町山之口） 89
熊﨑　   啓（萩原町上村） 　79
金子　兼平（萩原町上上呂） 97
都竹　政文（萩原町上村）　 65
中川　一男（萩原町花池） 　90
奥田　辰三（萩原町西上田）90
大前　つか（萩原町中呂） 　90
奥田　志な（萩原町西上田）95
大森美惠子（小坂町大島） 　85
石丸千代子（小坂町赤沼田） 82
山田　利雄（小坂町坂下） 94
岩田　一惠（小坂町大島） 67
髙桑　淳平（小坂町小坂町）  89
森　　康寛（御厩野） 81
桂川　順雄（久野川）　　　 79
中島　政平（乗政） 76
田上　　茂（乗政） 　　　　83
野中　健児（森） 　　　　　57
二村久一郎（焼石）　　　　 93
細江　富男（森）   　　    　84
田口　みや（蛇之尾）　       87
千田　タミ（森） 　　　　   97
髙瀨美智子（少ケ野）　　　 86
細江  幸弘（門和佐）　　　51
古田　みね（野尻）            89
藤野　逸榮（金山町下沓部）90
髙木　登志（金山町福来）　 92
加藤　敏子（金山町中宮 3）  87
亀山　鍵一（金山町弥生町） 79
中島　政機（金山町日の出町）42
松原　   等（金山町祖師野） 92
中島   　勇（金山町駅前通り）83
藤村かつゑ（金山町菅田３） 87

《
編
集
後
記
》 

　
桜
花
爛
漫
の
春
。
我
が
家
の
長
男
は
中
学

校
へ
進
学
し
ま
し
た
。

　
毎
朝
、
大
き
な
学
生
服
を
着
て
、
こ
れ
ま

た
大
き
な
自
転
車
に
乗
っ
て
登
校
す
る
後

ろ
姿
を
見
送
る
妻
。
３
人
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
ぶ
り
に
目
を
細
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

長
女
は
バ
レ
ー
部
に
新
入
部
員
が
来
て
く

れ
る
の
か
と
か
、
長
男
は
中
学
校
生
活
に
な

じ
め
る
の
か
と
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
配
事
は

尽
き
な
い
よ
う
で
す
が
、
親
と
し
て
は
健
康

で
何
よ
り
も
ま
わ
り
の
人
た
ち
へ
の
感
謝

と
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
大
切
に
日
々
過

ご
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。
こ
の
春

に
入
園
、
入
学
、
就
職
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
初

心
を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
Ｔ
・Ｓ
）

中村　隼人（飛騨市）
桂川麻美子（萩原町羽根）

金子　代樹（金山町中宮３）
大森　美緒（小坂町無数原）

香山　心華（萩原町宮田）
　　　　宗慶　麻記子

　 このか

原　   優二（三原）
　　　　孝行　典子

　　 ゆうじ

細江　友朔（田口）
　　　　健太郎　理紗

　  ゆうさく

柿ヶ野遥輝（宮地）
　　　　明広　友恵

　　はるき

佐川　翔汰（湯之島）
　　　　大地　美香

　　しょうた

山川　結子（東上田）
　　　　修平　容子

　　ゆいこ

日下部快斗（小川）
　　　　健二　真由子

　  かいと

青柳　日和（幸田）
　　　　誠一　久子

　　 ひより

今井　結菜（萩原町宮田）
　　　　利幸　英恵

　　 ゆいな

お悔やみ

全
国
一
斉

「
人
権
相
談
委
員
の
日
」

　特
設
人
権
相
談
所
開
設

相
談
日
：
平
成
25
年
６
月
４
日
㈫

　
　
　
　
13
時
～
16
時

場
　
所
：
小
坂
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
星
雲
会
館

　
　
　
　
下
呂
福
祉
会
館

　
　
　
　
下
呂
市
金
山
振
興
事
務
所

　
　
　
　
馬
瀬
中
央
公
民
館

相
談
員
：
下
呂
市
人
権
養
護
委
員

問
合
先
：
岐
阜
地
方
法
務
局
高
山
支
局

　
☎
０
５
７
７
・
32
・
０
９
１
５
㈹

遠藤　   剛（東上田）
鈴村あゆみ（加茂郡白川町）

熊倉　諭史（乗政）
奥田　祐子（萩原町西上田）

髙原　将樹（森）
細江　真理（宮地）

田口　   真（小川）
丹羽めぐみ（御厩野）

林　   茂之（小坂町大洞）
青木　直子（東上田）

桂川　稔光（萩原町羽根）
髙木奈美子（小川）

松下　幸生（萩原町尾﨑３）
丁　   香織（宮地）

齋藤　隆史（小川）
加藤　夕佳（小川）

林　　和玖（萩原町宮田）
　　　　忠司　愛美

     わ　く

熊﨑　仁飛（萩原町野上）
　　　　秀樹　伸枝

　　よしと

髙田　新大（萩原町羽根）
　　　　寛之　裕恵

     あらた

田中　遥仁（萩原町萩原上）
　　　　将仁　美晴

　　はると

中川　莉那（萩原町萩原上）
　　　　人志　有美

　　り　な

長尾　美範（金山町菅田 10）
　　　　幸範　美千代

　　みのり

阿部　菜奈（金山町田島）
　　　　明通　理恵子

　　 な　な

中村　春太（金山町菅田 7）
　　　　誠一　宗子

　　はるた

大島　颯介（金山町菅田 9）
　　　　賢土　美穂

　そうすけ

熊﨑　修久（萩原町四美）
森　   幸子（金山町菅田 10）

細江　博誠（和佐）
　　　　幹博　優子

　　ひろなり
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このコーナーで紹介する、市内で活躍する地域や団体などをを募集しています。掲載を希望される場合は、
経営管理部秘書広報課までご連絡ください。　☎24-2222（内線261）　　　kouhou@city.gero.lg.jp
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「安心・安全なまち」を目指して
～消防本部からのお願い～

【火災予防について】
　昨年、下呂市で発生した火災は 12 件でしたが、今年はすでに 8
件発生しています。この内の７件が住宅関係の火災であり、原因を
調べると、特に多いのがガスコンロの消し忘れによるものでした。
　●ガスコンロの火を付けたまま、その場を絶対に離れないでください
　●離れる時は必ず火を消してください
　火災は財産を奪うどころか、隣近
所にも迷惑をかけ、時には大切な命
をも奪ってしまいます。皆さんで火
災の無い明るいまちとなるように努
めましょう。　　

　　【下呂市消防本部　予防課】

【萩原】今井八幡神社・宮田鶏闘楽保存会

　　　　火災による同報無線放送の
　　　　　　　　内容変更について
　今年の2月 1日から「地域名・地区
名」のみの放送に変更しました。電子
音による放送ですので状況によって聞
きづらい等ご迷惑をお掛けいたします
が、消防団の出動に際しては、火災発
生直後に団員へメール配信しますので
問題はありません。今後は、小

こあざめい

字名も
放送できるよう調整中ですので、ご理
解・ご協力をよろしくお願いします。

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　

五穀豊穣・無病息災を願って
　 ～萩原町奥田洞今井八幡神社の闘鶏楽～

　萩原町奥田洞の今井八幡神社で4月7日、例祭が行
われ、五穀豊穣や無病息災を願う闘鶏楽が地区の住民
によって奉納されました。昭和31年に旧萩原町の無
形民俗文化財に指定されており、300年ほど続く神事
です。小学生から大人まで約30人が着物姿に鳥毛を
頭頂部に付けた色鮮やかな花笠をかぶり、舞を披露し
ました。当日は満開の桜の中、冷たい北風と小雨が降
る天気にも負けず、地域の伝統を守るため一生懸命に
鐘を鳴らす子ども達の姿がとても印象的でした。
　3月中旬から毎晩練習を重ねてきた子ども達は
「練習では大人の人たちと交流ができてよかった、
また頑張りたい」と、来年の例祭を楽しみにして
いました。次の世代へと地域の歴史・伝統・文化
が受け継がれていきます。




